
十三小学校では、新 しく入学 した 1年生に

交通安全指導を行いました。

先生とおしゃべ りをしながら、楽 しそうに

下校 していました。
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事業を見てみよう

豊かさの実現 住み良さの充実  ]
670万 円

|‐ 514万円

I億9,800万 円

■‐201万 円

ュ:1241円

大沼遺跡公園整備事業        4910万 円

側溝整備・舗装補修工事       1.800万 円

道路改良・舗装新設工事(3件 )    34祀 万円

公営住宅建設事業費 (新築3戸 )    4.独 万円

なぎさリフレッシュ事業調査委託料   鋤 万円

脇元・十三漁港局部改良事業負担金  18∞ 万円

防火水槽建設事業          1 38Cl万 円

福祉あんぜん電話購入費        314万 円

光るムラづくりを目指し平成6年度予算決まる
予算は25億 3リロ0口万円でスタート

今年度の主
「

J

パイプハウス導入助成

牧野管理委託料■  |
あわび放流事業補助金等

さけ 。ます増殖事業

平
成
六
年
二
月
定
例
会
で
、

平
成
六
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ

本
年
度
予
算
は
、
財
政
の
中

期
的
な
健
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
事
業
を
厳
選
し
て
起
債
額

を
抑
制
し
た
中
で
も
、
特
産
品

の
開
発
　
加
工
等
を
目
的
と
し

た
特
産
品
加
エ
セ
ン
タ
ト
の
建

設
や
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
及

び
脇
元

・
十
三
漁
港
の
拡
張
工

事
に
伴
う
負
担
金
等
の
ほ
か
、

成
人
病
予
防
対
策
と
し
て
総
合

健
診
（
一
日
ド
ッ
ク
）や
観
光
立

村
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「姫

神
　
奥
津
軽
十
三
湖
コ
ン
サ
＝

卜
」
等
の
予
算
編
成
と
な
り
ま

生きがいの創造|ェ _げ vEw層 り埋

高齢者生活福祉センター運営委託料   2,900万円

基本健診・各種がん検診等委託料   1,090万 円

特別養護老人ホーム等入所者負担   7,734万 円

更生援護施設事務費等扶助      1,318万 円

ホ
=ム

ベルプ事業運営委託料     1,080万 円
中世の十三湊展事業          550万 円

観光立村 10周 年記念事業       4 0al万 円

(姫神 コンサー ト・藤原サ ミット等 )

文化財保護事業 (十三湊遺跡発掘等)  1,842万円

乳幼児医療給付事業          210万 円
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す電it慮塁 小さくてもキラリと
‐般会計

〔歳 入〕    言£彎̂
く
,m    i髪 ____

平成6年度会計別予算額

相 内財 産区



一
合

格

お

め

で
と

う

一
一 平
勁
蘇
蒔
オ

ポ
‐
ツ
賞

梶
浦
武
也

（十
三
、
市
浦
村
体
育

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
青
森

第
四
十
八
回
国
民
体
育
大
会
東
北

神
コ
ン
サ
ー
ト
製
作
発
表
会

楽
し
み
な
『東
日
流
衆
』と
の
共
演

う
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・ザ

・ギ
ネ
ス

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

三
上
順
治

（脇
元
、
八
戸
陸
上
自
　
　
　
第
四
十
三
回
青
森
県
定
通
制
総

3



15)広 報ιメろ

転
鞍
一一「蕗

■

藤
達
相
護
肇
請
斯

和
嶋
正
弘

（磯
松
、
金
木
高
等
学

1旧書1奮二進:|
3月 16日 、村議会定例会において、|

村収入役 に山由勝明氏

“`歳

)が選任 さ |

収入役 に就任 した山EE氏 は1昭li1401

午
か ら昭Ⅲ

4o年 まで村総務課長■村教 |

育委員会教育次長を務あた |ュ か、昭和■

48年 からはゃlo年間にわた|、 ||・l収入|
役として重童を果たされましたこ最近 |
では、関東方面にぉいて、会社経営に
参画して手腕をふるっ

||ヽ まし||  |
山田氏は「若者の定住促進:出 稼者

き、ふるさとに住んでみた|ヽ、住んで |

皐なつたとしll替 ■々う,甲 うしヽ未来|

の市浦村の建設に努力したい」と語ら|

1肯::[]:::i:」:1,11:||
村に建設計口が進んでいた産業廃棄

出されていた建設にかかわる事前協議

書に対 して、界で1よ、 3月 18日 、要編
に奉づ く審奪結果を通知しましたも
週知内容によぅと、l①雨がゴミの間

を通つてしみ出す「没出水」を自然蒸 |

発散させる装置につ0ヽ て、冬拳に|ま亀

物の流出を防ぐ盛う土が見語
'す

るた
険性があり、国の安全基準を満たして
いないなど、9項 目にわたって県では|
改善指導を行い、「計画さ|れている1処分
場は環境保全上:支障がある」としそt

協議書をカラカウに差し戻し、|や ら直■
しを求めましたol l  l  ■|:

県の華綱
1こ ょるキ、協議書が再提出 |

された場合、経童や住民の意見春提

“

:

i舞も:言 a黄驚誉奪ζ

`FIす

.



卒業
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アルバム

十三小学校
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説
明
及
び
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ

年
度
市
浦
村

一
般
会
計
予
算
外
二

物
最
終
処
分
場
事
前
協
議
書
に
係

◎
審
議
し
た
議
案
の
結
果

圃

目

目

□

（予
算
）

●
平
成
六
年
度
市
浦
村

一
般
会
計

●
平
成
五
年
度
市
浦
村
国
民
健
康

⌒条
例
）

●
市
浦
村
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会

●
市
浦
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

（人
事
）

せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
件

（そ
の
他
）

ん
が
い
排
水
事
業
）
の
施
行
に
つ

園
目
国
圏

四
月

一
日
付
け
で
、
役
場
職
員

⌒　
）
は
旧
所
属
で
す
。

〔課
長
級
〕

事
兼
企
画
観
光
課
長
補
佐
事
務
取

田
義
正
▼
派
遣

・
市
浦
診
療
所
長

（町
立
名
川
病
院
）
磯
嶋
泰

〔課
長
補
佐
級
〕

長
補
佐

（産
業
振
興
課
主
幹
）
長

利
勝
雄
▼
産
業
振
興
課
長
補
佐
を

（建
設
課
主
幹
）
秋
元
収

〔係
長
級
〕

▼
建
設
課
調
整
係
長

（建
設
課
水

道
係
長
）
竹
谷
裕
治
▼
総
務
課
資

〔
一
般
職
員
〕

主
査

（脇
元
出
張
所
主
任
主
査
）

産
係
主
査
）
櫛
引
松
三
）
総
務
課

総
務
係
主
事

（出
納
室
出
納
係
主

事
）
柏
谷
哲
治
▼
産
業
振
興
課
畜

（企
画
観
光
課
技
能
員
）
武
田
義

保
育
所
給
食
婦
）
三
上
キ
ヨ
エ
▼

取
育
成
セ
ン
タ
ー
運
転
技
能
員
）

三
浦
儀
照
▼
津
軽
広
域
水
道
企
業

団
へ
派
遣

（建
設
課
水
道
係
技
師

〔新
採
用
〕

〔定
年
退
職
〕

―
所
長
）
▼
秋
田
谷
多
喜
郎

（総



生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
　
　
　
・

シ
ン
ガ
ボ
ト
ル
で
の
研
修

柏

谷

哲

治

広報ιチる (8)

サ

テ

ー

ク

ラ

ブ

（屋

台

）
に

て

青
森
県
市
町
村
活
性
化
対
策
協
議
会
で
は
、
市
町
村
議
員
を
海
外

に
派
遣
し
、
地
域
活
性
化
を
担
う
地
域
づ
く
り
の
り
‥
ダ
‥
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
活
性
化
事
例
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
村
か
ら
は
、
柏
谷
哲
治
主
事
が
参
加
。
平
成
五
年
十

一
月
十
六

日
か
ら
五
泊
六
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
い



情報をお寄せ<ださい

● し ら 世
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数
  平成5.4.1現 在

７

・
１

，

―

―

―

ゝ

ご協力お願 い します

登録統計調査 員を募集

犬の放し飼いはやめましょう

平成 6年度農作業標準額表

1.農作業 日雇 賃金

「免除」と「追納」

平成 6年度中に追納する場合

― おわび と訂正 一



健 康

調

一一”̈̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈一̈̈̈一一̈̈̈一̈̈̈̈
¨̈一一　　̈̈̈
¨̈̈̈
一̈̈̈̈
一

目
國

目

里

どう崎ようしく

脇元 1石岡ツルエ 石岡きよい

磯松 澤田みちゑ 村元 セツ


